農地改良（農地の埋立）を行う上での注意事項
農地を埋め立てる方は、次の注意事項を必ず守ってください。
　　　○農地埋立届出書を、工事着工前に必ず提出すること。
　　　○指導要綱細目（下記）に従って工事を実施すること。
　　　〈 指導要綱細目 〉
１　工事区域周辺の居住者及び搬入沿道住民に迷惑となる騒音、振動等公害の防止、
　道水路等の汚損の防止に努めるとともに安全管理を施し、危険防止、事故防止に
　留意すること。
２　工事周辺の建物、工作物、農作物等の損傷をしないよう注意すること。
３　工事周辺の道路、水路等の機能を阻害しないこと。
４　工事施工者は工事期間中、農業委員会が指定した立て札を工事区域の出入口付
　近に掲示すること。
５　工事は原則として６か月以内に完了すること。
６　工事区域内での夜間作業及び燃焼行為を行わないこと。
７　土砂等が乾燥しているときは散水等を行い、飛散を防止するほか、路面の清掃
　に留意すること。
８　工事を実施する前に必ず境界杭を隣地関係者と調査確認すること。
　　また、工事中は境界杭を保護し、工事完了後は杭を上げるなどして確認できる
　状況にすること。
　　なお、工事期間内において境界杭を紛失及び破損した時は、申請者の責任にお
　いて必ず復元すること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛西市農業委員会
愛西市農業委員会農地改良に関する指導要綱
平成17年４月１日
農業委員会告示第１号
　（目的）
第１条　この告示は、農業委員会等に関する法律（昭和26年法律第88号）第６条の規定及び関係通達（昭和52年４月11日通達農管第132号）により、本市において農地の埋立てが無秩序に行われることを規制し、もって良好な農業生産の向上及び生活環境を維持することを目的とする。
２　産業廃棄物等を投棄覆土することは、この告示に該当しないものとする。
　（適用範囲）
第２条　農地改良を施工する場合の適用範囲は、原則として次のとおりとする。
　(１)　盛土の面積は、1,000平方メートル以内とする。
　(２)　盛土の高さは、田面から１メートル以内の高さまでとする。
　(３)　工事の期間は、６月以内とする。
　(４)　盛土の土質は、良好な耕作土とする。
　（手続）
第３条　農地改良を施工する者（以下「事業主」という。）は、農地改良届（様式第１号）及び工事計画書（様式第２号）を農業委員会長（以下「会長」という。）に提出した後施工するものとする。
　（工事）
第４条　事業主は、工事の施工に当たっては、あらかじめ農業委員会及び隣地所有者等と工事の内容について協議しなければならない。
２　事業主は、別に定める要領に従って工事を実施する。
　（工事への指導）
第５条　農地改良届が提出された場合は、必要に応じ現地調査を行い完了するまで監視指導をする。
２　農地改良届どおり実施していない場合は、是正指導を行うとともに、指導に従わない場合は、農地法（昭和27年法律第229号）違反として県に報告するものとする。
　（責任義務）
第６条　農地改良の施工により付近の農地、農作物、道水路その他について損害並びに被害を与えた場合は、農地改良届出人及び農地改良届に記載された損害及び被害の復旧補償責任者が復旧及び補償の責めに当たるものとする。
　（他の法令等の手続）
第７条　農地改良届に基づき工事をする場合は、他の法令等の手続を要するものは、その手続をすべて完了した後工事着工をするものとする。
　（報告）
第８条　農地改良届出者は、農地改良届に記載された工事が完了後10日以内に農地改良完了報告書（様式第３号）を会長に提出するものとする。
　（農地改良施工後の利用）
第９条　農地改良後は、原則として工事完了後３年以上農地として有効に利用するものとする。
　（その他）
第１０条　この告示に定めるもののほか、必要な事項は、会長が別に定める。
　　　附　則
この告示は、平成17年４月１日から施行する。
愛西市農業委員会農地改良に関する指導要領
平成17年４月１日
農業委員会告示第２号
　（趣旨）
第１条　この告示は、愛西市農業委員会農地改良に関する指導要綱（平成17年愛西市農業委員会告示第１号）第４条第２項の規定に基づき、農地改良を施工する者（以下「事業主」という。）が工事を施工する上で遵守すべき事項を定めるものとする。
　（遵守事項）
第２条　事業主は、次に掲げる事項に従って工事を実施するものとする。
　(１)　工事区域周辺の居住者及び搬入沿道住民に迷惑となる騒音、振動等公害の防止、道水路等の汚損の防止に努めるとともに安全管理を施し、危険防止及び事故防止に留意すること。
　(２)　工事周辺の建物、工作物、農作物等の損傷をしないように注意すること。
　(３)　工事周辺の道路、水路等の機能を阻害しないこと。
　(４)　工事区域内での夜間作業及び燃焼行為を行わないこと。
　(５)　土砂等が乾燥しているときは、散水等を行い、飛散を防止するほか、路面の清掃に留意すること。
　(６)　工事を実施する前に必ず境界くいを隣地関係者と調査確認すること。また、工事中は、境界くいを保護し、工事完了後は、くいをあげる等して確認できる状況にすること。なお、工事期間内において境界くいを紛失及び破損したときは、申請者の責任において必ず復元すること。
　　　附　則
　この告示は、平成17年４月１日から施行する。
